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１．地域における骨粗鬆症検診の取り組みの現状 

自治体が実施している骨粗鬆症検診は、健康増進法基づき実施され、市区町村がその区

域内に居住地を有する 40歳、45 歳、50 歳、55歳、60 歳、65 歳及び 70歳の女性を対象とし

て、問診及び骨量測定を行っている。地域保健・健康増進事業報告（健康増進編）によれば、

全国の都道府県別の検診実施率の平均は約 60%で、検診受診率は約 5%と低率が続いてい

て、都道府県別の検診受診率は 0～15%の間に分布している。都道府県別の検診実施率は、

検診を実施していないところから、ほぼ 100%実施しているところもあり大きな幅をもっている

（2019年までの結果）。 

骨粗鬆症検診の実施の現状は、健康増進法の定める対象者に加えて、年齢を拡大してい

るところや、男性を加えているところもある。 

健診の形態として、集団検診のみ、集団検診と個別検診を併用、個別検診のみ実施してい

る３つのパターンがある。骨量測定は、個別検診では主に二重 X 線吸収装置（Dual X-ray 

Absorptiometry, DXA）が使われ、集団検診では、超音波法、DIP（Digital Image Processing）法

など様々方法が使われている。 

多くの自治体は、事前に健診・検診についての詳しいパンフレットを送って、受診を促して

いて、骨粗鬆症検診と他の検診と一緒に実施して、受診者の利便性を高める工夫がなされて

いる。例えば、女性デイとして、骨粗鬆症検診と乳がん、子宮頸がん検診が同時に受けること

ができるなどである。 

検診結果の通知方法は、各自治体でほぼ同様であるが、検診後のフォローに力を入れて

いている自治体では、要指導となった人には、保健師や管理栄養士による骨粗鬆症教室を開

催、要治療と判定した被験者には、精密検査を受けたかについてフォローが行われていた。

検診受診の金銭的負担を減らすために、無償化にしている自治体もある。 

次に、特色をもった骨粗鬆症検診の取り組みをしている自治体を紹介する。 

 

２．前橋市の「骨粗鬆症検診」の取り組み 

 前橋市は、群馬県の県庁所在地であり、人口 33万で中核市に指定されている。前橋市は人

口規模が１０万人以上の都市の中で、骨粗鬆症検診受診率が高率である都市の１つである。

前橋市は健診・検診に力を入れており、健診・検診の未受診者をなくすことを目標にしている。 

前橋市の健診・検診に対する取り組みの特徴の１つとして、4 月に他の行政の案内「広報ま

えばし」と一緒に「健康まえばし２１」という健康増進計画に基づいた「健康のしおり」(図１)を配
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布している点である（令和５年度より、希望者への配布に変更）。「健康のしおり」には乳児から

高齢者までライフタイム全体として健康増進に取り組む意識づけができる内容の案内がされて

いる。含まれる項目は、妊娠・子供の健康（妊娠・こどもの健康に関する窓口、こどもの健康診

査など）、予防接種（こどもの予防接種、肺炎球菌ワクチン定期予防接種など）、おとなの健康

（予防接種・健康診査・がん検診など）、精神保健・難病・エイズ（こころの健康相談、HIV 検査

など）、医療機関一覧（予防接種・各種健康診査）、成人・妊婦歯科健康診査実施医療機関一

覧、救急医療情報、保健所・保健センターのご案内などである。その一冊があれば、乳児から

高齢者まで家族で 1 年間の健康づくりに役立つ情報が記載され、これを見れば、自分および

自分の家族がどの健診・検診を受けることができるのか分かるようになっている。 

さらに、前橋市は、骨粗鬆症検診だけでなく、どの健診・検診も受診率は高く、その要因の１

つは、他の自治体に比べ健診・検診を受託している医療機関が多いことが考えられる。 

１）骨粗鬆症検診の対象者と形態 

 骨粗鬆症検診の対象者は、健康増進法に基づいて４０歳から７０歳までの５歳刻みの節目年

齢の女性を対象として行われている。 骨粗鬆症検診は、個別検診のみが行われていて、パ

ンフレットには実施医療機関のリストが同封され、自分で医療機関を予約する。 

２）骨粗鬆症検診の流れ 

 市民への骨粗鬆症検診の通知は、６月に健康診査、がん検診などの案内とともに郵送され

る。前橋市は、この案内とともにその対象者が受診可能な健診・検診が書かれた「前橋市健診

（検診）受診シール」(図２左)を送っていて、その年度に受けることができる項目が分かるように

なっている。 

検診時に受診者は、受診シールを医療機関に持っていき、医療機関では該当のシールを

はがして、「前橋市骨粗鬆症検診記録票」に貼る(図２右)。検診受診時に受診シールを確認す

るので、それらのシールが残っていたらまだ受けていないことが分かるので受診勧奨でき、有

用な取り組みであると思われる。さらに、5年に 1度しか受ける機会がなく忘れがちな骨粗鬆症

検診と歯科検診については、その２つの検診受診を促すチラシを配っている。 

複数の健診・検診を行っている医療機関では、骨粗鬆症検診以外の他の健診・検診を同日

に受けることができる。 

骨粗鬆症検診の結果は医療機関より受診者へ説明され、検診記録票の受診者用が渡され

る。医療機関から前橋市医師会を通して、市へ検診記録票が届けられる。検診で「要精査」と

なった場合、精密検査の結果は精密検査を行った医療機関から検診をした医療機関に届け

られ、その後、医師会通じて市に届けられる。要精検者への対応は医療機関に任せてあるが、

市では「要指導」となった人への保健指導として骨粗鬆症予防のための教室を開いている。 

予防教室は参加無料で、通常は 1年度に 3回、保健センターで開催している。教室の案内

をした人の１～２割が参加している。検診記録票には、要指導になった場合に教室の案内を

希望するかをチェックする欄があり、「希望あり」の人に案内を送付しているが、40～55 歳の若

年で要指導となった人には希望がなくても送っている。 
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教室で行う講座は 1 時間で、保健師、管理栄養士などが、骨粗鬆症の成因、運動、栄養指

導、転倒予防などについて話し、ただ話をきくのではなくゲームをするように楽しみながら知識

が得られるよう工夫されている。 

 

２．呉市の「骨粗鬆症重症化予防プロジェクト」における「骨粗鬆症検診」 

  広島県呉市は人口約 22 万人を有し、中核市に指定されている。2020 年における高齢化

率は 35.3%で、日本全体の１５～２０年先の高齢社会を歩んでいる。 

呉市における骨粗鬆症検診の特徴は、その位置づけが「骨粗鬆症重症化プロジェクト」の

一環として包括的な骨折予防対策の中に組み入れられている点である。この背景には、呉市

は診療報酬明細書(レセプト)と健診データを分析し医療費の適正化のための保健事業に取り

組んできたことにある。2010 年には、糖尿病性腎症の患者が透析へ移行するのを予防する

「呉市モデル」と呼ばれる保健事業をスタートさせ、医療費の適正化をはかり、「健康寿命日本

一のまち「呉」の実現」をスローガンに他にも様々な取り組みを行っている。しかし、介護認定

の有無による医療費の実態を調べたところ、要支援と要介護では骨折に最も医療費が費やさ

れていることが明らかになり 2017 年に医師会、歯科医師会、薬剤師会で運営していた呉市地

域保健対策協議会「骨粗鬆症地域包括医療体制検討小委員会」に呉市も参画し、「骨粗鬆症

重症化プロジェクト」が開始された。 

  このプロジェクトでは、骨粗鬆症になりやすい年代を脆弱性骨折の低リスク、中リスク、高リ

スク群の３つの階層に分け、それぞれのリスクに応じた対応を行っている（図３）。低リスク群は、

未治療者・骨粗鬆症予備軍とし、医療者も含めた市民全体の骨粗鬆症への意識を高め、検診

率を上げて予防・治療に繋げ、骨折予防へ導くことを目的としている。この取り組みの中に骨

粗鬆症検診はあり、一般市民および介護老人保健施設職員、公衆衛生協議会関係者、運動

推進協議会関係者などの職能団体への講演会、地域住民への骨粗鬆症予防教室や骨粗鬆

症健康相談会が開催されている。中リスク層は、すでに骨粗鬆症治療を受けている患者を対

象にして、呉市薬剤師会を中心に調剤薬局で服薬指導に加えて食事、運動、生活習慣など

のアドバイスを行うことで治療継続の意識を高める試みを行っている。高リスク群は、骨粗鬆症

治療中断者を対象に、レセプトデータより骨粗鬆症治療薬の中断者を抽出し受診勧奨して治

療再開を促している。受診勧奨群の 1/3程度が再受診している。 

  呉市の骨粗鬆症検診は「骨粗鬆症重症化プロジェクト」が開始された 2017年より始まった。

骨粗鬆症検診対象者は、健康増進法に基づいて４０歳から７０歳までの５歳刻みの節目年齢

の女性を対象として行われている。集団検診、個別検診で行われていて、集団検診では超音

波法、個別検診はDXA法が使われている。ただ、現時点で骨粗鬆症検診受診率は低く、「骨

粗鬆症重症化プロジェクト」の一環として 10月 20日の世界骨粗鬆症デイで行っている市民を

対象とした講演会に参加した人を対象に骨粗鬆症検診の認知度調査では、認知度は低く、年

度当初各戸配布される市広報誌や市ホームページでの広報、国民健康保険被保険者のうち

骨粗鬆症検診の年齢に該当する者に特定健診と併せた受診勧奨はがきを送付する等により
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現在、周知に努めているところである。 

 一方で、呉市独自の施策として、2018 年から呉市歯周病検診事業（歯ｯﾋﾟｰスマイル 65）が

始められている。対象は、65歳になる人で、介護保険証を送付の際、歯周病検診とパノラマ X

線による骨粗鬆症スクリーニングの無料クーポン券が同封され、歯周病検診に加え骨粗鬆症

スクリーニングも行われている。歯ッピースマイル 65 では、2018 年受診率 9.0%、2019 年受診

率 17.0%、2020 年 19.0%であった。骨粗鬆症検診より受診率が高い１つの要因として個別通

知および受診料無料化の効果かもしれない。 
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図１「健康まえばし２１」という健康増進計画に基づい
た「健康のしおり」
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図３ 呉市骨粗鬆症重症化プロジェクト
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